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1. はじめに 

人間には一般的に，困難なことから逃避しようとする特

性が備わっている．Harriott と Ferrari は 1996 年に成人の 

20％が先延ばしをすると述べている[1]．また Ferrari らは

2007年に文化的価値観，規範，慣習によらず，およそ 15%

の成人が先延ばしをすると述べている[2]． 

先延ばしは，現在まで長い間蔓延している問題であり，

この行動に関する多くの分析がされている． Steelは先延ば

しに関する複数の論文から，先延ばしを予測する因子は特

に，課題嫌悪，課題遅延，自己効力感，衝動性，良心性，

自己制御性，注意散漫性，組織性，達成動機であると述べ

ている[3]．他にも，これまでの研究によって，先延ばしの

原因はある程度明らかにされている．多くの研究では，先

延ばしの特性を有限個にすることで有効な対処を効率よく

提案することを試みている． 

本研究では，特性を有限個にする新たなアプローチとし

て身体センサデータの値を利用する．センサデータを機械

学習にかけることによって，先延ばし行動をクラスタ分け

すると同時に，モチベーションと行動の間に新たな関係性

を発見して，ペルソナを作成する． 

2. 既存のクラスタとモチベーションを表す所作 

2.1 アンケートによるクラスタ分析 

アンケートデータのみを用いてクラスタ分析を行う手法

はすでにいくつか存在する． 

 Rozental らは，先延ばし傾向に関する 3 つのアンケート

とうつ症状に関する 3 つのアンケート結果を Ward 法と k-

means でクラスタ分類し，先延ばし傾向にある人は，軽度

の先延ばし癖のある人，平均的な先延ばし癖のある人，適

応力のある先延ばし癖のある人，重度の先延ばし癖のある

人，主にうつ病の 5 つにクラスタに分けられると述べてい

る[4]． Ristらは，先延ばし傾向に関するアンケートと心の

健康に関するアンケートの中から 13の項目を選択し，多重

回帰分析をする際に最適な説明変数の組み合わせを見つけ

出す機能であるベストサブセットを使って，項目をさらに

6 つに絞った．この 6 つの項目に対して潜在クラス分析を

行った結果から，先延ばしの傾向は，病的な先延ばし屋，

無頓着な遅延者，習慣的な遅延者，時折の遅延者，平均的

な遅延者，素早い実行者の 6 つのクラスへの所属確率で表

すことができると述べている[5]． 

これらの研究をふまえると，ペルソナの数は 4~6 個に設

定することが適切と考えられる． 

2.2 人の内面を表す所作 

人の所作から内面を測る研究では，視線，脳波，加速度

がよく用いられている．例えばSharmaらは，視線から学生

のモチベーションと学習パフォーマンスを測定することに

成功している[6]． Villa らは学生の集中力を視線，表情，

体の動き，脳波，心理状態から測ることを試みている[7]．

また，Raca らは視線と頭部の動きを SVM で分類し，学生

の注意力を約 65%の精度で判定することに成功している[8]． 

3. 動作特徴から発見する逃避ペルソナ 

本論文の提案する手法では，先行研究を参考に，作業の

途中でモチベーションを疲労が上回った際や，他の魅力的

なものに気を取られた際の所作を分析し，逃避行動のクラ

スタリングをする． 

図１は提案手法の概要である．本手法では，視線，頭部

の動き，腕の動きからモチベーションをクラスタ分けする．

これらのデータは連続した時系列データとして取得する．

まず，作業時の所作をクラスタに分類する． 

2 章で述べたように，これまでの先延ばし行動のクラス

タリングはアンケートデータのみを使用している．センサ

データという外生的な評価を使用することで，先延ばし傾

向を新たな視点からクラスタ分けする．分類したクラスタ

の中身と少数のアンケート結果を照らし合わせて分析し，

逃避行動のペルソナを決定する．  

3.1 モチベーションの定義 

ペルソナを決定するためのアンケートには General 

Procrastination Scaleと General Self-Efficacy Scaleを使用する． 

General Procrastination Scaleは Layによって作成された先延

ばし傾向を測定する代表的な尺度である[9]．この尺度は林

によって日本語化されており，原語版と同様に妥当性が確

認されている[10]．原語版は 20 項目を 5 段階で評価してい

図 1 手法概要図 
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る．日本語版は 20 項目から因子負荷が 40 未満の 7 項目を

削除した 13項目について，「あてはまる」を 1，「あては

まらない」を 5とした 5段階評価で回答する． 

 General Self-Efficacy Scale は Sherer らによって作成された

自己効力感を測定する尺度である[11]．自己効力感とは，

Bandura が提唱した概念で，自分の目的遂行力に対する自

信のことを指す[12]．自己効力感と先延ばしの関係は度々

議論されており， Chu らは先延ばし者と非先延ばし者を区

別する要因のひとつとして自己効力感を挙げている[13]．

この尺度は坂野らによって日本語への翻訳と妥当性の検証

がされている[14]．日本語版の General Self-Efficacy Scaleは

「失敗に対する不安」「行動の積極性」「能力の社会的位

置づけ」の 3カテゴリに分類できる 16の質問に対して，あ

てはまる，あてはまらないの 2択で回答する． 

3.2 教師なしクラスタリングによるペルソナ発見 

分類には教師なしクラスタリングの手法である非負値行

列分解（NMF）を使用する．提案手法では，まず𝑛個の時

系列センサデータを𝑚人分用意する．用意したセンサデー

タを𝑛行𝑚列の行列𝑉に格納すると，𝑉は𝑛行𝑘列の行列𝑊と

𝑘行𝑚列の行列𝐻で表現することができるため，次の式が成

立する． 

𝑉 = 𝑊 ×𝐻 

 

このとき，𝑘はクラスタ数を表し，𝑊の各列は各クラス

タの特徴を表す．この特徴とアンケートの結果を分析し，

有限個のペルソナを作成する． 

4. おわりに 

本手法では先延ばしの特性を有限個に分類する新たなア

プローチとして身体センサデータの値を使用する．取得す

る身体センサデータは視線，頭部の動き，腕の動きである．

得られた身体センサデータを用いて非負値行列分解を行う

ことで，身体データの特性を 4~6 クラスタに分類する．各

クラスタに表れた特徴と General Procrastination Scaleおよび

General Self-Efficacy Scaleの結果を照らし合わせることで，

逃避行動のペルソナを決定する． 
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